
　

昨
年
十
月
着
工
以
来
続
け
ら
れ
て
い
た
工

事
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
竣
工
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
建
物
は
完
成
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
収
蔵
品
の
整
理
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
文
献
、
資
料
で
公
開
で

き
ず
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
有
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
分
類
整
理
し
、
出
来
る
だ

け
展
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
調
査
、

研
究
の
為
に
全
て
の
リ
ス
ト
を
公
開
出
来
る

よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

か
つ
て
、
深
田
久
弥
が
九
山
山
房
で
ヒ
マ

ラ
ヤ
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
な
ど
の
文
献
蒐
集
を

し
た
ご
と
く
、
幅
広
い
山
岳
資
料
の
充
実
を
目
指
し

た
い
も
の
で
す
。
そ
の
為
に
も
、
皆
様
か
ら
資
料
文

献
の
ご
提
供
を
頂
き
、
価
値
あ
る
資
料
文
献
室
に
し

て
行
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

八
月
十
一
日
の
山
の
日
公
開
を
目
指
し
て
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
公
開
の
暁
に
は
ぜ
ひ
ご
来
館

頂
き
た
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
冬
号
で
は
、
深
田
久
弥
の
愛
用
し
た

地
形
図
が
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介

し
た
が
、
今
回
は
一
歩
突
っ
込
ん
で
み
よ
う
。

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
で
は
毎
月
読
書
会
を
開
い

て
い
る
。
三
月
は
『
日
本
百
名
山
』
の
中
か
ら
「
雨

飾
山
」
を
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
久
弥
愛
用

の
地
図
を
出
し
て
み
た
。
雨
飾
山
の
地
図
は
、
国
土

地
理
院
地
勢
図
富
山
の
三
番
小
瀧
で
あ
る
。
小
瀧
の

地
図
は
、
昭
和
五
年
修
正
測
量
の
も
の
と
昭
和

三
十
四
年
の
も
の
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
五

年
の
も
の
に
し
か
書
込
み
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

昭
和
十
六
年
六
月
弟
弥
之
助
さ
ん
と
出
か
け
た
時

の
ル
ー
ト
は
、
梶
山
か
ら
梶
山
新
湯
ま
で
少
々
自
信

な
げ
に
、
赤
鉛
筆
で
薄
く
引
か
れ
て
い
る
。
登
山
道

の
破
線
の
上
で
は
な
く
、
昭
和
三
十
四
年
測
量
の
地

図
の
登
山
道
に
近
い
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
る
。
昭
和

五
年
の
地
図
に
は
な
い
が
、
当
時
す
で
に
道
は
変

わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
は
結
局
登
れ

ず
、
同
じ
月
の
半
ば
過
ぎ
、
小
谷
温
泉
か
ら
再
度
挑

戦
し
て
い
る
が
天
候
不
順
で
登
れ
な
か
っ
た
。

　

三
度
目
は
十
六
年
後
の
昭
和
三
十
二
年
秋
で
あ
っ

た
。
今
度
は
無
事
頂
上
を
踏
ん
で
い
る
。
赤
鉛
筆
の

線
は
小
谷
温
泉
か
ら
出
発
し
途
中
で
一
旦
途
切
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
登
山
口
を
過
ぎ
た
辺
り
か

ら
大
海
川
沿
い
に
引
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
本
流

か
ら
離
れ
荒
菅
沢
に
入
り
、
沢
を
詰
め
フ
ト
ン
ビ
シ

の
間
を
登
り
稜
線
に
出
、
山
頂
に
達
し
て
い
る
。
ま

さ
に
本
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
地
図
に
は

「
大
海
」
と
「
フ
ト
ン
ビ
シ
」
の
鉛
筆
の
書
込
み
が

あ
る
。
そ
の
他
に
、
翌
日
小
谷
温
泉
か
ら
乙
見
山
峠

を
越
え
た
ル
ー
ト
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、鎌
池
、

鉈
池
の
横
に
赤
い
丸
な
ど
の
書
込
み
が
あ
る
。
赤
い

サ
イ
ン
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
後

年
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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赤
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そ
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参
考
：『
日
本
百
名
山
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雨
飾
山
」、『
わ
が
愛
す
る
山
々
』

　
　
　
「
雨
飾
山
」、『
お
ち
こ
ち
の
山
』「
小
谷
温
泉　

付
・
湯
峠
」

　
　
　

以
上
深
田
久
弥
著
作



編
集
後
記
〜

　

何
年
か
ぶ
り
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
今
冬
、
山
文
も
雪
に
埋
も

れ
て
し
ま
い
木
々
の
枝
も
た
く
さ
ん
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

今
新
た
な
芽
吹
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
資
料
文
献
室
の
完
成
も
近
づ
き
桜
の
花
も
見
ご
ろ
に

な
り
ま
す
。
是
非
山
の
文
化
館
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
富

士
写
ケ
岳
の
山
麓
で
行
わ
れ
ま

す
。皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、

深
田
久
弥
の
登
山
の
第
一
歩
と

な
っ
た
富
士
写
ケ
岳
は
、
著
書

に
「
高
さ
は
千
メ
ー
ト
ル
に
少

し
か
け
る
ぐ
ら
い
だ
が
、
二
つ
の
峰
頭
を
並
べ
整
然

と
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
な
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
春
に
咲
き
乱
れ
る
石
楠
花
の
見
事
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
可
憐
な
小
さ
な
花
や
、
緑
の
美
し
さ
な
ど

魅
力
あ
ふ
れ
る
山
で
す
。
新
設
さ
れ
た
方
位
盤
を
囲

ん
で
山
々
を
語
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
日　

時　
　

四
月
二
十
二
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り

場　

所　
　

富
士
写
ケ
岳
・
九
谷
ダ
ム
広
場

式　

典　
　

献
花　

献
酒　

献
句　

朗
読
な
ど

参
加
費　
　

無
料　

ゆ
～
ゆ
～
館
入
浴
割
引
券
進
呈

　
　
　
式
典
終
了
後
に
富
士
写
ヶ
岳
登
山
（
自
由
登
山
）

富士写ヶ岳より白山をのぞむ

　「
日
野
山
と
木
ノ
芽
峠
」
は
深
田
久
弥
夫
妻
に

と
っ
て
二
人
で
登
っ
た
最
後
の
登
山
に
ま
つ
わ

る
も
の
で
す
。
五
、六
月
は
ま
た『
日
本
百
名
山
』

よ
り
北
と
南
の
山
で
す
。

　
四
月
二
十
四
日
（
火
）　
「
日
野
山
と
木
ノ
芽
峠
」

五
月
二
十
二
日
（
火
）　
「
利
尻
岳
」

六
月
二
十
六
日
（
火
）　
「
宮
ノ
浦
岳
」

　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館　

聴
山
房

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

■
六
月
十
七
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　
　
　
　
　
　
　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館　

聴
山
房

演
題
：
深
田
久
弥
の
北
海
道
と
俳
句

講
師
：
高
澤　

光
雄  

氏

　
　
　
　
（
元
丸
善
社
員
、
深
田
久
弥
と
多
く
の

　
　
　
　

  

北
海
道
の
山
に
登
っ
た
）

深田久弥山の文化館ホームページ
http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

●
聞
こ
う
会
予
定

●
読
書
会
の
お
誘
い

久弥祭
の

お誘い

『
日
本
百
名
山
』
原
点
の
山
富
士
写
ヶ
岳

　

深
田
久
弥
が
は
じ
め
て
登
っ
た
山
富
士
写
ヶ
岳
は

江
沼
三
山
と
し
て
地
元
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
春

に
は
石
楠
花
な
ど
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
ブ
ナ
の
林
の

緑
も
美
し
く
、
秋
に
は
紅
葉
が
、
そ
し
て
雪
の
季
節

も
素
晴
ら
し
く
、
四
季
を
通
じ
て
登
山
が
楽
し
め
ま

す
。
麓
に
は
多
く
の
温
泉
が
あ
り
、
登
山
の
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。


